
生活保護のしおり

四万十市福祉事務所



　病気
びょうき

や高齢
こうれい

で働
はたら

けなくなった、仕事
しごと

を失
うしな

った、生計
せいけい

の中心
ちゅうしん

となる人
ひと

が亡
な

くなったなど、様々
さまざま

な

事情
じじょう

によって生活
せいかつ

が成
な

り立
た

たなくなってしまう時
とき

があります。

　生活
せいかつ

保護
ほご

は、そんな時
とき

でも「健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

」ができるように日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

第
だい

２５条
じょう

の理念
りねん

に基
もと

づいて制定
せいてい

された生活
せいかつ

保護法
ほごほう

で定
さだ

められた制度
せいど

です。

　生活
せいかつ

保護
ほご

は、資産
しさん

や能力
のうりょく

などを活用
かつよう

しても、なお生活
せいかつ

に困
こま

る人
ひと

に対
たい

して、その状態
じょうたい

に応
おう

じて必
ひつ

要
よう

な生活
せいかつ

の援助
えんじょ

を行
おこな

い、健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

し、再
ふたた

び自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送
おく

れるよ

う支援
しえん

することを目的
もくてき

としています。

　生活
せいかつ

に困
こま

っている、生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けたいと思
おも

ったら、まず

は福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

に相談
そうだん

しましょう。その際
さい

に困
こま

っている内容
ないよう

を

お聞
き

きし、何
なん

らかの方法
ほうほう

で解決
かいけつ

できないか、ほかの社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

を活用
かつよう

することで生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けなくても生活
せいかつ

ができな

いかなど一緒
いっしょ

に考
かんが

えさせていただきます。

　相談
そうだん

のなかで、生活
せいかつ

保護
ほご

の制度
せいど

について詳
くわ

しく説明
せつめい

を聞
き

き、

生活
せいかつ

保護
ほご

の利用
りよう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

には申請
しんせい

をしてください。

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

とは

「健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

」を保障
ほしょう

します。

生活
せいかつ

保護
ほご

の目的
もくてき

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

利用
り よ う

の流
な が

れ

①相談
そうだん
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　生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けるには、本人
ほんにん

の意思
いし

で申請
しんせい

する必要
ひつよう

があります。

生活
せいかつ

保護
ほご

の申請
しんせい

は、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

にある「生活
せいかつ

保護法
ほごほう

による保護
ほご

申
しん

請
せい

書
しょ

に記入
きにゅう

し提出
ていしゅつ

してください。

　何
なん

らかの事情
じじょう

で本人
ほんにん

が申請
しんせい

できないときは、家族
かぞく

や親族
しんぞく

が申請
しんせい

することもできます。

　※明
あき

らかに窮迫
きゅうはく

した状況
じょうきょう

にあるときは、本人
ほんにん

や家族
かぞく

等
とう

からの申
しん

請
せい

がなくても、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

の判断
はんだん

で生活
せいかつ

保護
ほご

を開始
かいし

する場合
ばあい

があ

ります。

　申請書
しんせいしょ

が提出
ていしゅつ

されたら、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

が必要
ひつよう

な調査
ちょうさ

を行
おこな

います。

●資産
しさん

の活用
かつよう

　活用
かつよう

できる資産
しさん

があれば売却
ばいきゃく

するなどの方法
ほうほう

で生活費
せいかつひ

に充
あ

てる必要
ひつよう

があります。資産
しさん

の例
れい

とし

ては、預貯金
よちょきん

、生命
せいめい

保険
ほけん

、土地
とち

家屋
かおく

、自動車
じどうしゃ

、高価
こうか

な貴金属
ききんぞく

などがあります。ただし、個別
こべつ

の事
じ

情
じょう

によっては保有
ほゆう

が認
みと

められる場合
ばあい

もありますので相談
そうだん

してください。

●能力
のうりょく

の活用
かつよう

　世帯
せたい

の中
なか

に働
はたら

くことができる人
ひと

がいる場合
ばあい

は、その能力
のうりょく

に応
おう

じて働
はたら

く必要
ひつよう

があります。ただし、

病気
びょうき

や障害
しょうがい

、その他
た

の理由
りゆう

で働
はたら

けない、求職
きゅうしょくかつどう

活動をしても仕事
しごと

が見
み

つからない、働
はたら

いているが低
てい

賃金
ちんぎん

で収入
しゅうにゅう

が少
すく

ないといった場合
ばあい

には、生活
せいかつ

保護
ほご

制度
せいど

を利用
りよう

することができます。

　なお、求職
きゅうしょくかつどう

活動をするにあたっては、専門員
せんもんいん

による就労
しゅうろう

支援
しえん

も行
おこな

っています。

②申請
しんせい

③調査
ちょうさ
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●扶養
ふよう

義務
ぎむ

について

　配偶者
はいぐうしゃ

、両親
りょうしん

、子
こ

、祖父母
そふぼ

、兄弟
きょうだいしまい

姉妹などの親族
しんぞく

から援助
えんじょ

を受
う

けることができる場合
ばあい

は受
う

けて

ください。ただし親族
しんぞく

の扶養
ふよう

義務
ぎむ

は、可能
かのう

な範囲
はんい

の援助
えんじょ

を行
おこな

うというもので、援助
えんじょ

が可能
かのう

な親族
しんぞく

がいるということで、生活
せいかつ

保護
ほご

が受
う

けられないということにはなりません。

●ほかの制度
せいど

の活用
かつよう

　各種
かくしゅ

年金
ねんきん

、諸手当
しょてあて

、医療
いりょう

助成
じょせい

といった社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

などの給付
きゅうふ

を受
う

けることができる場合
ばあい

は、

それらを優先
ゆうせん

して活用
かつよう

していただきます。

　生活
せいかつ

状況
じょうきょう

や資産
しさん

状況
じょうきょう

などの調査
ちょうさ

を行
おこな

ったあと、生活
せいかつ

保護
ほご

の利用
りよう

ができるかどうかの審査
しんさ

を行
おこな

い

ます。申請
しんせい

のあった日
ひ

から原則
げんそく

として14日
にち

以内
いない

（特別
とくべつ

な事情
じじょう

で調査
ちょうさ

に日時
にちじ

を要
よう

する場合
ばあい

は最長
さいちょう

で

３０日
にち

以内
いない

）に結果
けっか

を通知
つうち

します。

　生活
せいかつ

保護
ほご

が受
う

けられることが決定
けってい

したら、支給
しきゅう

が始
はじ

まります。

受給
じゅきゅう

開始
かいし

に当
あ

たっては福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

で今後
こんご

、生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けるにあ

たっての注意
ちゅうい

などの説明
せつめい

を受
う

けます。

　受給
じゅきゅう

開始
かいし

後
ご

は、担当
たんとう

するケースワーカー（福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

の職員
しょくいん

）

が訪問
ほうもん

調査
ちょうさ

、就労
しゅうろう

支援
しえん

など自立
じりつ

に向
む

けた支援
しえん

を行
おこな

います。

④結果
けっか

通知
つうち

⑤受給
じゅきゅう

開始
かいし
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●保護
ほご

費
ひ

　生活
せいかつ

保護
ほご

費
ひ

は厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める「最低
さいてい

生活費
せいかつひ

」と世帯
せたい

の収入
しゅうにゅう

を比較
ひかく

して、収入
しゅうにゅう

が最低
さいてい

生
せい

活
かつ

費
ひ

を下回
したまわ

る場合
ばあい

、不足
ふそく

部分
ぶぶん

を生活
せいかつ

保護
ほご

費
ひ

として支給
しきゅう

します。

●減免
げんめん

措置
そち

　生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けている人
ひと

は住民税
じゅうみんぜい

の非課税
ひかぜい

、国民
こくみん

年金
ねんきん

保険料
ほけんりょう

の免除
めんじょ

、固定
こてい

資産税
しさんぜい

の減免
げんめん

、

ＮＨＫ
えぬえいちけーじゅしんりょう

受信料の免除
めんじょ

などの措置
そち

を受
う

けることができます。

●保護
ほご

費
ひ

の支給
しきゅう

方法
ほうほう

①毎月
まいつき

の保護
ほご

費
ひ

　保護
ほご

費
ひ

は、原則
げんそく

として月
つき

の初旬
しょじゅん

に指定
してい

の金融
きんゆう

機関
きかん

に振
ふ

り込
こ

みます。

　（支給日
しきゅうび

については、毎年度
まいねんど

末
まつ

に翌年度
よくねんど

の支給
しきゅう

日程表
にっていひょう

をお送
おく

りします。）

②臨時
りんじ

の保護
ほご

費
ひ

　通院
つういん

に係
かか

るバス代
だい

や通学
つうがく

定期
ていき

代
だい

など、臨時
りんじ

で必要
ひつよう

となる一時的
いちじてき

な保護
ほご

費
ひ

は、翌月
よくげつ

分
ぶん

の保護
ほご

費
ひ

に

合
あ

わせて支給
しきゅう

するか、その都度
つど

支給
しきゅう

します。

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

のしくみ

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める「最低
さいてい

生活費
せいかつひ

」

（世帯
せたい

の人数、
にんずう、

年齢
ねんれい

などによって決
き

まります。）

収入
しゅうにゅう

生活
せいかつ

保護
ほご

費
ひ

（就労
しゅうろう

収入
しゅうにゅう

、年金
ねんきん

、手当
てあて

、親族
しんぞく

による援助
えんじょ

など）

収入
しゅうにゅう

が最低
さいてい

生活費
せいかつひ

を下回
したまわ

る場合
ばあい

生活
せいかつ

保護
ほご

費
ひ

が支給
しきゅう

される

－4－



　生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

ける人
ひと

は、生活
せいかつ

上
じょう

の必要
ひつよう

に応
おう

じて、次
つぎ

の扶助
ふじょ

を受
う

けられます。

①生活
せいかつ

扶助
ふじょ

　日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

で、①衣類
いるい

、食費
しょくひ

などの個人
こじん

単位
たんい

の費用
ひよう

と②光熱水費
こうねつすいひ

など

の世帯
せたい

単位
たんい

の費用
ひよう

で、個人
こじん

の年齢
ねんれい

や世帯
せたい

の人数
にんずう

に応
おう

じて算定
さんてい

します。

②住宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

　家賃
やちん

、地代
ちだい

、引越
ひっこ

しに係
かか

る敷金
しききん

や礼金
れいきん

、住宅
じゅうたく

の修繕
しゅうぜん

などの費用
ひよう

について定
さだ

められ

た限度
げんど

額
がく

内
ない

で支給
しきゅう

します。

③教育
きょういく

扶助
ふじょ

　子
こ

どもが義務
ぎむ

教育
きょういく

を受
う

けるために必要
ひつよう

な学用品
がくようひん

、給食費
きゅうしょくひ

、教材費
きょうざいひ

、クラブ活動
かつどう

費
ひ

など、人数
にんずう

に応
おう

じて定
さだ

められた基準
きじゅん

額
がく

で支給
しきゅう

します。

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

の種類
し ゅ る い

－5－



④医療
いりょう

扶助
ふじょ

　医療費
いりょうひ

は現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

（福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

が直接
ちょくせついりょう

医療機関
きかん

に費用
ひよう

を納
おさ

めます。）となり、自
じ

己
こ

負担
ふたん

の必要
ひつよう

はありません。

　収入
しゅうにゅう

が多
おお

い場合
ばあい

は、自己
じこ

負担
ふたん

額
がく

が発生
はっせい

することがあります。

⑤介護
かいご

扶助
ふじょ

　介護
かいご

認定
にんてい

を受
う

けている人
ひと

が、介護
かいご

サービスを

受
う

ける際
さい

の1割
わり

の自己
じこ

負担
ふたん

が不要
ふよう

となります。

（福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

が直接
ちょくせつかいご

介護機関
きかん

に費用
ひよう

を納
おさ

めます。）

⑥出産
しゅっさん

扶助
ふじょ

　出産
しゅっさんじ

時に病院
びょういん

や助産
じょさん

施設
しせつ

などでかかる費用
ひよう

について限度
げんど

額
がく

内
ない

で支給
しきゅう

します。

⑦生業
せいぎょう

扶助
ふじょ

　高等
こうとう

学校
がっこう

の費用
ひよう

や就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

となる技能
ぎのう

、資格
しかく

習得
しゅうとく

に

係
かか

る費用
ひよう

について支給
しきゅう

します。就職
しゅうしょく

の確定
かくてい

したひとが、

就職
しゅうしょく

のため直接
ちょくせつひつよう

必要とする洋服
ようふく

類
るい

、履物
はきもの

等
とう

の購入
こうにゅうひよう

費用も

対象
たいしょう

となります。
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⑧葬祭
そうさい

扶助
ふじょ

　世帯員
せたいいん

が亡
な

くなった時
とき

の葬儀
そうぎ

費用
ひよう

について

限度
げんど

額
がく

内
ない

で支給
しきゅう

します。

　生活
せいかつ

保護
ほご

世帯
せたい

の子
こ

どもが大学
だいがく

等
とう

へ進学
しんがく

する際
さい

の新
しん

生活
せいかつ

立
た

ち上
あ

げの費用
ひよう

として給付金
きゅうふきん

が支給
しきゅう

されます。支給
しきゅう

の対象
たいしょう

は、大学
だいがく

、短期
たんき

大学
だいがく

、専修
せんしゅうがっこう

学校等
とう

の定
さだ

められた特定
とくてい

教育
きょういく

訓練
くんれん

施設
しせつ

に確
かく

実
じつ

に入学
にゅうがく

すると見込
みこ

まれる人
ひと

です。

　生活
せいかつ

保護
ほご

から脱却
だっきゃく

すると、税
ぜい

・社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

等
とう

の負担
ふたん

が生
しょう

じるため、脱却
だっきゃくちょくご

直後の不安定
ふあんてい

な生
せい

活
かつ

を支
ささ

え、再度
さいど

生活
せいかつ

保護
ほご

に至
いた

ることがないようにすることが重要
じゅうよう

です。そのため、就労
しゅうろう

によ

る自立
じりつ

の促進
そくしん

を目的
もくてき

に、安定
あんてい

した職業
しょくぎょう

に就
つ

いたこと等
とう

により生活
せいかつ

保護
ほご

を必要
ひつよう

としなくなった

人
ひと

に対
たい

して給付金
きゅうふきん

が支給
しきゅう

されます。

　生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

ける人
ひと

には、次
つぎ

のような権利
けんり

が保障
ほしょう

されています。

●条件
じょうけん

を満
み

たせば、だれでも平等
びょうどう

に生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

けること

　ができます。

●正当
せいとう

な理由
りゆう

がなければ、決定
けってい

された保護
ほご

費
ひ

を削減
さくげん

された

　り、保護
ほご

が受
う

けられなくなることはありません。

●保護
ほご

費
ひ

には、公的
こうてき

な税金
ぜいきん

が課
か

せられることはありません。

●すでに受
う

けた保護
ほご

費
ひ

や保護
ほご

を受
う

ける権利
けんり

は差
さ

し押
お

さえら

　れることはありません。

進学
しんがく

準備
じゅんび

給付金
きゅうふきん

就労
しゅうろう

自立
じりつ

給付金
きゅうふきん

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

を受
う

ける人
ひ と

の権利
け ん り
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　生活
せいかつ

保護
ほご

を受
う

ける人
ひと

には、次
つぎ

のような義務
ぎむ

があります。

●生活
せいかつ

の維持
いじ

・向上
こうじょう

に努
つと

める義務
ぎむ

　働
はたら

ける人
ひと

は、その能力
のうりょく

に応
おう

じて勤労
きんろう

に励
はげ

まなければなりません。

健康
けんこう

の保持
ほじ

・増進
ぞうしん

に努
つと

め、病気
びょうき

やけがの人
ひと

は、医師
いし

の指示
しじ

に従
したが

って

治療
ちりょう

に専念
せんねん

してください。収入
しゅうにゅう

・支出
ししゅつ

その他
た

生計
せいけい

の状況
じょうきょうはあく

把握をし、

支出
ししゅつ

の節約
せつやく

を図
はか

ってください。

●ケースワーカーの指示
しじ

に従
したが

う義務
ぎむ

　ケースワーカーから、生活
せいかつ

の維持
いじ

・向上
こうじょう

その他
た

保護
ほご

の目的
もくてき

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な指導
しどう

や指示
しじ

を受
う

けた場合
ばあい

には、従
したが

わなければなりませ

ん。

●その他
た

の注意
ちゅうい

すべき義務
ぎむ

　家賃
やちん

、教材費
きょうざいひ

、公共
こうきょう

料金
りょうきん

等
とう

はそれぞれの

使途
しと

のために支給
しきゅう

しているものですので

滞納
たいのう

はしないようにしてください。

　借金
しゃっきん

はしてはいけません。借金
しゃっきん

は

収入
しゅうにゅう

と認定
にんてい

されますので、結果
けっか

として

支給
しきゅう

される保護
ほご

費
ひ

が少
すく

なくなります。

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

を受
う

ける人
ひ と

の義務
ぎ む
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●福祉
ふくし

事務
じむ

所長
しょちょう

が一度
いちど

決定
けってい

した保護
ほご

の内容
ないよう

は、正当
せいとう

な理由
りゆう

がない限
かぎ

り不利益
ふりえき

に変更
へんこう

されることは

　ありません。

●支給
しきゅう

されたお金
かね

や品物
しなもの

に対
たい

しては、税金
ぜいきん

を課
か

せられることはありません。

●既
すで

に支給
しきゅう

された保護
ほご

金品
きんぴん

、又
また

はこれを受
う

ける権利
けんり

を差
さ

し押
お

さえられることはありません。

●福祉
ふくし

事務
じむ

所長
しょちょう

が行
おこな

った保護
ほご

の決定
けってい

に対
たい

して不服
ふふく

のある場合
ばあい

は、決定
けってい

の内容
ないよう

を知
し

った日
ひ

から３ケ

　月
げつ

以内
いない

に県
けん

（福祉
ふくし

指導課
しどうか

）に対
たい

し、不服
ふふく

申
もう

し立
た

てを行
おこな

うことができます。

●働
はたら

くことができる人
ひと

は、その能力
のうりょく

に応
おう

じて仕事
しごと

をしてください。

●保有
ほゆう

を認
みと

められた田
た

、畑
はたけ

、宅地
たくち

、事業
じぎょう

用品
ようひん

などの資産
しさん

は、

　生活
せいかつ

に役
やく

立
た

てるために積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

してください。

●活用
かつよう

する見込
みこ

みのない資産
しさん

や必要
ひつよう

以上
いじょう

の資産
しさん

などについ

　ては、保有
ほゆう

を認
みと

めないものとして、売却
ばいきゃく

などを指導
しどう

する

　ことがあります。

●資産
しさん

を他人
たにん

に無償
むしょう

で譲渡
じょうと

しないでください。

●自動車
じどうしゃ

は、所有
しょゆう

も使用
しよう

も原則
げんそく

として認
みと

められません。

　ただし、所有
しょゆう

や使用
しよう

が認
みと

められる場合
ばあい

もありますので

　相談
そうだん

してください。

●親
おや

や子
こ

、兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

などがいる人
ひと

は、よく相談
そうだん

して援助
えんじょ

　を受
う

けてください。

●離婚
りこん

している場合
ばあい

は、別
わか

れた夫
おっと

、妻
つま

との間
あいだ

でこどもの養育
よういく

費
ひ

の取
と

り決
き

めをするようにしてくだ

　さい。

●保護
ほご

費
ひ

などは、無駄
むだ

のないように計画的
けいかくてき

に使
つか

うようにしてください。

　

資産
しさん

・能力
のうりょく

の活用
かつよう

について

生活
せ い か つ

保護
ほ ご

受給
じ ゅ き ゅ う

中
ち ゅ う

の方
か た

へ

あなたの権利
けんり
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　次
つぎ

の場合
ばあい

は、必
かなら

ず福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

に届
とど

け出
で

る必要
ひつよう

があります。

●常用
じょうよう

、日雇
ひやとい

、内職
ないしょく

、自営業
じえいぎょう

など働
はたら

いて収入
しゅうにゅう

を得
え

ている人
ひと

は、

　毎月
まいつき

、収入
しゅうにゅうしんこくしょ

申告書（給与
きゅうよ

証明書
しょうめいしょ

）を提出
ていしゅつ

してください。

●年金
ねんきん

（企業
きぎょう

年金
ねんきん

を含
ふく

む）や児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

や児童
じどう

手当
てあて

などの

　各種
かくしゅ

手当
てあて

を受給
じゅきゅう

するようになったり、受給
じゅきゅう

額
がく

が変
か

わったり

　するときには、すぐに申告
しんこく

してください。

●資産
しさん

を処分
しょぶん

したとき、補償金
ほしょうきん

や生命
せいめい

保険
ほけん

金
きん

などを受
う

け取
と

っ

　たとき、財産
ざいさん

を相続
そうぞく

するなど資産
しさん

を取得
しゅとく

したとき、親族
しんぞく

か

　らの援助
えんじょ

収入
しゅうにゅう

があったときは、すぐに届
とど

け出
で

てください。

●その他
た

収入
しゅうにゅう

があったときは必
かなら

ず届
とど

け出
で

てください。

　※収入
しゅうにゅうがく

額や変更
へんこう

額
がく

の申告
しんこく

をしていなかったことが後日
ごじつ

判明
はんめい

した場合
ばあい

、その収入
しゅうにゅうそうとうがく

相当額を返還
へんかん

し

　　ていただくことになるほか、不正
ふせい

受給
じゅきゅう

として扱
あつか

われ、保護
ほご

の変更
へんこう

や停
てい

廃止
はいし

、刑事
けいじ

告発
こくはつ

などの

　　処分
しょぶん

を受
う

けることがあります。

●家族
かぞく

が増
ふ

えたり減
へ

ったりしたとき、住居
じゅうきょ

をかえるときなどは、届
とど

け出
で

てください。

●収入
しゅうにゅうしんこく

申告を適正
てきせい

に行
おこな

えば、次
つぎ

のような控除
こうじょ

や、収入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

しない取扱
とりあつか

いができることがあ

　ります。

　※控除
こうじょ

とは、収入
しゅうにゅう

から一定
いってい

の金額
きんがく

を差
さ

し引
ひ

くことです。

　　控除
こうじょ

された分
ぶん

は手元
てもと

に残
のこ

ることになります。

【就労
しゅうろう

収入
しゅうにゅう

に対
たい

する控除
こうじょ

】

①基礎
きそ

控除
こうじょ

　就労
しゅうろう

収入
しゅうにゅう

がある場合
ばあい

、給与
きゅうよ

総額
そうがく

に応
おう

じて、一定
いってい

の金額
きんがく

が控除
こうじょ

されます。

②未成年者
みせいねんしゃ

控除
こうじょ

　未成年者
みせいねんしゃ

が就労
しゅうろう

した場合
ばあい

、基礎
きそ

控除
こうじょ

のほかに、一定
いってい

の金額
きんがく

が控除
こうじょ

されます。

③その他
た

の必要
ひつよう

経費
けいひ

　社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

、所得税
しょとくぜい

、通勤
つうきん

交通費
こうつうひ

などの必要
ひつよう

経費
けいひ

が控除
こうじょ

されます。

【高校生
こうこうせい

のアルバイト収入
しゅうにゅう

】

　高校生
こうこうせい

のアルバイト収入
しゅうにゅう

のうち、授業料
じゅぎょうりょう

の不足分
ふそくぶん

や、修学
しゅうがくりょこうひ

旅行費、学習塾
がくしゅうじゅくだい

代、大学
だいがく

・専門
せんもん

　学校
がっこう

の入学金
にゅうがくきん

など早期
そうき

自立
じりつ

に充
あ

てられると認
みと

められたものは、収入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

しない取扱
とりあつか

　いとなります。

収入
しゅうにゅう

の申告
しんこく

について

届
とど

け出
で

の義務
ぎむ

について
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●原則
げんそく

として、毎月
まいつき

の保護
ほご

費
ひ

（生活
せいかつ

扶助
ふじょ

や住宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

など）

　は月
つき

の初旬
しょじゅん

に支給
しきゅう

します。保護
ほご

費
ひ

は、市役所
しやくしょ

窓口
まどぐち

で現
げん

　金
きん

で受
う

け取
と

ることも可能
かのう

ですが、なるべく口座
こうざ

振込
ふりこみ

を

　お願
ねが

いしています。

●住宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

は、家賃
やちん

の支払
しはら

いを目的
もくてき

とした保護
ほご

費
ひ

ですので家賃
やちん

の支払
しはら

いは滞
とどこお

りなく行
おこな

ってくださ

　い。家賃
やちん

を支払
しはら

わず、他
ほか

の目的
もくてき

に使用
しよう

した場合
ばあい

は返還
へんかん

の対象
たいしょう

となります。

●医療費
いりょうひ

や介護
かいご

費
ひ

については、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

から医療
いりょう

機関
きかん

や介護
かいご

機関
きかん

に直接
ちょくせつしはら

支払われますので、基
き

　本
ほん

的
てき

には本人
ほんにん

の負担
ふたん

額
がく

はありませんが、収入
しゅうにゅう

が多
おお

い場合
ばあい

は、一部
いちぶ

医療費
いりょうひ

や介護
かいご

費
ひ

を負担
ふたん

してい

　ただく場合
ばあい

があります。

●資力
しりょく

がありながら保護
ほご

を受
う

けた場合
ばあい

は、保護
ほご

に要
よう

した費用
ひよう

を返還
へんかん

しなければなりません。

　資力
しりょく

の例
れい

として、保有
ほゆう

の認
みと

められない不動産
ふどうさん

（宅地
たくち

、田畑
たはた

、山林
さんりん

等
とう

）や自動車
じどうしゃ

等
とう

の売却
ばいきゃくしゅうにゅう

収入、

　生命
せいめい

保険
ほけん

解約
かいやく

返戻金
へんれいきん

、交通
こうつう

事故
じこ

等
とう

の補償金
ほしょうきん

などがあります。また、就労
しゅうろう

や年金
ねんきん

などの収入
しゅうにゅう

があ

　ったことが後
あと

でわかった場合
ばあい

も返還
へんかん

の対象
たいしょう

となります。

●保護
ほご

を受
う

けていくうえで守
まも

ってもらわなければならないことをいくつか述
の

べてきましたが、こ

　れらが守
まも

られない場合
ばあい

には、文書
ぶんしょ

による指導
しどう

、指示
しじ

を行
おこな

うことがあります。この指導
しどう

、指示
しじ

に

　従
したが

わない場合
ばあい

は、保護
ほご

の変更
へんこう

や停止
ていし

、廃止
はいし

となることがあります。

●国民
こくみん

年金
ねんきん

の保険料
ほけんりょう

は、保護
ほご

を受
う

けている間
あいだ

は、免除
めんじょ

（法定
ほうてい

）されますので、市役所
しやくしょ

に相談
そうだん

して

　ください。

●ＮＨＫ
えぬえいちけー

の受信料
じゅしんりょう

は、申請
しんせい

すると免除
めんじょ

されます。

●固定
こてい

資産税
しさんぜい

は、減額
げんがく

又
また

は免除
めんじょ

されることがありま

　すので市役所
しやくしょ

に相談
そうだん

してください。

保護
ほご

費
ひ

の支給
しきゅう

について

費用
ひよう

の返還
へんかん

について

指導
しどう

指示
しじ

に従
したが

う義務
ぎむ

について

知
し

っておいて欲
ほ

しいこと
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●あらたに介護
かいご

サービスを受
う

ける場合
ばあい

は、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

へ申請書
しんせいしょ

の提出
ていしゅつ

が必要
ひつよう

であるとともに、介
かい

　護
ご

保険法
ほけんほう

による諸
しょ

手続
てつづ

きが必要
ひつよう

となります。福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

又
また

は介護
かいご

機関
きかん

もしくはケアマネージャ

　ー等
とう

に相談
そうだん

してください。なお、介護
かいご

保険
ほけん

証
しょう

はサービス利用
りよう

時
じ

に必要
ひつよう

ですので大切
たいせつ

に保管
ほかん

して

　ください。

●国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

は、保護
ほご

を受
う

けると利用
りよう

できなくなるので、保険証
ほけんしょう

は必
かなら

ず市役所
しやくしょ

に返
かえ

してくださ

　い。（健康
けんこう

保険
ほけん

等
とう

の医療
いりょう

保険
ほけん

に加入
かにゅう

している人
ひと

は、引
ひ

き続
つづ

き利用
りよう

できます。）

●新
あたら

しく病院
びょういん

に行
い

く場合
ばあい

は、福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

で診療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

の交付
こうふ

を受
う

けてから受診
じゅしん

してください。た

　だし緊急
きんきゅう

な場合
ばあい

は福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

への電話
でんわ

連絡
れんらく

でもかまいません。診療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

は病院
びょういん

ごとに必要
ひつよう

で

　す。

●２回目以降
かいめいこう

の通院
つういん

については、診療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

は不要
ふよう

ですが、前回
ぜんかい

の通院
つういん

から３ケ月
かげつ

を経過
けいか

してい

　る場合
ばあい

は、あらたに診療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

の交付
こうふ

を受
う

ける必要
ひつよう

があります。

●土日
どにち

・祝日
しゅくじつ

、夜間
やかん

等
とう

に診療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

の交付
こうふ

を受
う

けず受診
じゅしん

した場合
ばあい

は、後日
ごじつ

必
かなら

ず福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

へ連絡
れんらく

　してください。

●入院
にゅういんじ

時と退院
たいいん

時
じ

には、必
かなら

ず福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

に連絡
れんらく

してください。

●通院
つういん

治療
ちりょう

を受
う

ける場合
ばあい

は、近
ちか

くの病院
びょういん

で受診
じゅしん

してください。

　気
き

ままに病院
びょういん

を変
か

えたり、同
おな

じ病気
びょうき

で何ケ所
なんかしょ

もの受診
じゅしん

はし

　ないようにしてください。

●調剤
ちょうざいやっきょく

薬局はあちこち利用
りよう

せず、出来
でき

るだけ統一
とういつ

してください。

●お薬
くすり

をもらうときは、病院
びょういん

でも薬局
やっきょく

でも必
かなら

ずお薬
くすりてちょう

手帳を出
だ

してください。

　お薬
くすりてちょう

手帳は一人
ひとり

一冊
いっさつ

にして、同
おな

じ手帳
てちょう

を使用
しよう

してください。

●主治医
しゅじい

とも相談
そうだん

のうえ、価格
かかく

が安
やす

く効用
こうよう

に差
さ

がない「ジェネリック医薬品
いやくひん

（後発
こうはつ

医薬品
いやくひん

）」の

　利用
りよう

をお願
ねが

いします。

●施術
せじゅつ

（柔道
じゅうどう

整復
せいふく

、あん摩
ま

・マッサージ、はり・きゅう）を受
う

ける場合
ばあい

は、医師
いし

の同意
どうい

が必要
ひつよう

な

　場合
ばあい

がありますので、事前
じぜん

に担当
たんとう

ケースワーカーに相談
そうだん

してください。

介護
かいご

サービスの利用
りよう

病気
びょうき

療養
りょうよう

について

種別

打撲、捻挫

脱臼、骨折

あん摩・マッサージ、
はり・きゅう

医師の同意

不要

応急処置に限り不要。

必要
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●ケースワーカーが定期的
ていきてき

に訪問
ほうもん

します。あなたの秘密
ひみつ

は守
まも

られますので、何
なん

でも相談
そうだん

して

　ください。

　　　　　　　　　　　　〒７８７－８５０１

　　　　　　　　　　　　四万十市
しまんとし

中村
なかむら

大橋
おおはし

通
どおり

４丁目
ちょうめ

１０番地
ばんち

 　　　　　　          四万十市
しまんとし

福祉
ふくし

事務
じむ

所
しょ

　生活
せいかつ

福祉
ふくし

係
かかり

　　　　　　　　　　　　　　　　電話
でんわ

番号
ばんごう

　　　　０８８０－３４－１７８１

　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス番号
ばんごう

　０８８０－３４－１８８０

　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail         seiho@city.shimanto.lg.jp

訪問
ほうもん

などについて

生活保護についての問い合わせ先
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